
岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委
員
会
は
九

月
四
日
開
催
さ
れ
、「
岩
手
の
会
」
の
提

出
し
た
「
海
に
、
空
に
、
放
射
能
を
流
さ

な
い
こ
と
を
求
め
る
」
請
願
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。
請
願
者
の
推
薦
す
る
京
都

大
学
原
子
炉
実
験
所
の
小
出
裕
章
参
考

人
は
約
一
時
間
の
講
演
で
「
放
射
線
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
塊
で
あ
り
、
微
量
で
も
危
険

を
伴
う
」
と
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を

導
入
し
た
日
本
の
再
処
理
工
場
は
、
英
仏

同
様
に
広
範
な
環
境
汚
染
を
免
れ
る
事

は
あ
り
得
な
い
」
と
力
説
し
ま
し
た
。
委

員
か
ら
疑
問
点
が
出
さ
れ
活
発
な
質
疑

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

。

小
出
参
考
人
講
演
要
旨

臨
界
事
故
の
教
訓

①
八
年
前
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界

事
故
で
は
、
放
射
線
を
急
性

致
死
量
以
上
に
浴
び
て
、
二

人
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
れ

は
体
温
を
一
千
分
の
二
度

ほ
ど
あ
げ
る
に
過
ぎ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
人
間
は
死
に
至
る
。

私
た
ち
の
体
は
炭
素
や
水

素
、
酸
素
と
い
っ
た
原
子
が

結
合
し
て
分
子
を
つ
く
り
、

細
胞
を
再
生
産
し
て
生
き

て
い
る
が
、
放
射
線
は
細
胞

の
遺
伝
・
再
生
情
報
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
し
ま
い
、
人
体

の
再
生
機
能
を
奪
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。

②
細
胞
の
原
子
が
お
互
い

に
結
び
つ
け
て
い
る
結
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
せ
い
ぜ
い

数
電
子
ボ
ル
ト
で
ご
く
微

弱
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
か
ら
流
さ

れ
る
、
例
え
ば
ト
リ
チ
ウ
ム

の
出
す
放
射
線
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
一
万
八
六
〇
〇
ｅ

Ｖ
（
電
子
ボ
ル
ト
）
も
あ
る
。

セ
シ
ウ
ム
は
六
六
万
ｅ
Ｖ
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
五
一
〇

万
ｅ
Ｖ
も
あ
る
。

「許
容
量
」は
引
き
下
げ
ら
れ

続
け
て
い
る

③
一
八
九
五
年
レ
ン
ト
ゲ

ン
が
Ｘ
線
を
発
見
し
て
以

来
、
研
究
者
を
始
め
と
す
る

悲
惨
な
被
曝
の
経
験
か
ら
、

年
々
「
許
容
量
」
は
大
幅
に

引
き
下
げ
ら
れ
厳
し
く
な

っ
て
き
た
。
米
国
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
や
国
際
ガ
ン
研
究

機
関
は
大
規
模
疫
学
調
査

に
よ
り
「
被
曝
に
し
き
い
値

は
な
く
、
「
最
小
限
の
被
曝

で
あ
っ
て
も
人
体
に
危
険

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」

と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

「
容
認
で
き
る
範
囲
」
は
誰
が

決
め
る
の
か

④
再
処
理
を
進
め
る
学
者

の
中
に
は
「
確
か
に
放
射
能

は
微
量
で
も
危
険
で
あ
る
。

し
か
し
、
社
会
的
メ
リ
ッ
ト

か
ら
比
し
て
『
容
認
出
来
る

量
』
が
あ
る
」
と
い
っ
て
い

る
人
が
居
る
。
し
か
し
ど
こ

ま
で
容
認
で
き
る
か
は
、
一

部
の
学
者
が
決
め
る
こ
と

で
は
な
い
。
例
え
ば
三
陸
の

海
へ
の
放
射
能
放
出
を
容

認
出
来
る
か
ど
う
か
は
、
岩

手
県
民
の
安
全
に
係
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
岩
手
の
人
々

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
影

響
を
受
け
る
の
は
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
で
あ
る
。

膨
大
な
「死
の
灰
」

⑤
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

で
は
広
島
原
爆
の
八
〇
〇

発
分
の
放
射
能
が
放
出
さ

れ
、
本
州
の
約
六
割
に
当
た

る
面
積
が
深
刻
な
汚
染
値

に
な
っ
た
。
原
発
の
炉
心
に

は
こ
の
よ
う
に
大
量
の
死

の
灰
が
あ
る
。

⑥
広
島
の
原
爆
の
ま
き
散

ら
し
た
放
射
能
の
一
千
倍

の
放
射
能
を
原
発
一
基
が

作
り
出
す
が
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
が
一
年
間
に
取
り

扱
う
放
射
性
物
質
は
、
一
般

原
発
三
〇
基
分
に
も
な
る
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、
せ

っ
か
く
閉
じ
こ
め
て
い
た

「
死
の
灰
」
を
わ
ざ
わ
ざ
切

り
刻
み
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
す
化
学
工
場
で
、
放

射
能
を
環
境
に
出
す
。

⑦
再
処
理
工
場
は
原
発
並

み
の
濃
度
規
制
を
行
お
う

と
す
る
と
「
毎
日
百
万
㌧
の

水
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ

は
事
実
上
不
可
能
な
の
で

あ
え
て
濃
度
規
制
を
設
け

ず
垂
れ
流
し
と
さ
れ
る
。

「
〇
・
〇
二
二
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
」は
全
く
の
仮
定

⑧
「
住
民
の
被
曝
０
・
０
２

２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」
は
「
仮

定
に
仮
定
」
を
積
み
重
ね
て

の
計
算
で
あ
り
、
係
数
が
一

つ
違
え
ば
、
何
倍
に
も
異
な

る
数
値
と
な
る
。

⑨
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ

ト
ン
の
除
去
技
術
は
す
で

に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
か
な
り
の
コ
ス
ト
は

掛
か
る
こ
と
に
な
る
。

委
員
か
ら
の
質
疑
・意
見

六
ヶ
所
付
近
の
測
定
値
は
？

及
川
幸
子
委
員

小
出
先

生
は
国
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
意
見
を
述
べ
て
き
た

の
か
？
六
ヶ
所
近
辺
の
放

射
線
測
定
値
は
ど
う
か
？

小
出
氏
「
デ
ー
タ
を
示
し
て

再
処
理
は
や
め
る
よ
う
要

請
し
た
。
国
は
「
エ
ネ
ル
ギ

政
策
と
し
て
必
要
」
と
答
え

て
い
る
。
六
ヶ
所
周
辺
の
松

葉
や
海
岸
の
砂
を
調
べ
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
は
出
て

三陸の海を放射能から守る                        

岩手の会                                200７（平成 1９）年      
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い
な
い
。
本
格
稼
働
す
れ
ば

検
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

体
細
胞
に
入
り
込
む

「数
万
電
子
ボ
ル
ト
」

高
橋
元
委
員

ト
リ
チ
ウ

ム
は
体
内
に
入
っ
て
も
出

て
い
く
の
で
安
全
と
い
う

説
が
あ
る
が
、
本
当
か
？

小
出
氏
「
ト
リ
チ
ウ
ム
は
体

に
入
っ
て
十
日
で
半
分
排

出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
体
細

胞
を
作
る
原
子
結
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
数
電
子
ボ
ル
ト
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
一
万
八
千

電
子
ボ
ル
ト
。
こ
の
ト
リ
チ

ウ
ム
が
水
の
よ
う
に
体
に

満
遍
な
く
侵
入
し
て
細
胞

の
遺
伝
・
再
生
情
報
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
と
は
言
え

な
い
」

放
射
能
に
は
、
半
減
期
は
あ

っ
て
も
自
然
浄
化
は
な
い

高
橋
博
之
委
員

再
処
理

の
廃
ガ
ス
と
ク
ル
マ
の
排

気
ガ
ス
の
経
口
致
死
量
と

の
違
い
は
何
か
？
再
処
理

推
進
の
原
因
は
何
か
？

小
出
氏
「
ク
ル
マ
の
一
酸
化

炭
素
は
酸
素
や
炭
素
と
結

び
つ
い
て
炭
酸
ガ
ス
に
な

っ
た
り
水
に
な
っ
た
り
し

て
無
害
化
さ
れ
る
。
放
射
能

は
、
核
分
裂
に
よ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
化
学
変
化
し
て

も
放
射
能
は
消
え
な
い
。
半

減
期
が
長
い
も
の
は
放
射

能
を
出
し
続
け
る
。
希
釈
拡

散
は
汚
染
を
広
げ
る
の
み

で
あ
る
」
「
核
の
研
究
は

ウ
ラ
ン
濃
縮
・
再
処
理
・
核

分
裂
の
三
点
を
確
立
す
れ

ば

核
兵
器
製
造
を
可
能

と
す
る
。
日
本
は
諸
外
国
か

ら
疑
惑
の
目
を
向
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま

っ
た
」

ど
う
し
た
ら
止
め
ら
れ
る
の

か
？

三
浦
陽
子
委
員

放
射
能

の
怖
さ
や
食
の
安
全
を
考

え
る
と
心
配
に
な
る
。
再
処

理
は
ど
う
し
た
ら
止
め
ら

れ
る
の
か

小
出
氏
「
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
経
済
的
に
は
破
綻
し

て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

使
い
道
が
な
い
。
電
力
政
策

か
ら
し
て
も
負
担
が
大
き

い
。
ど
こ
か
で
考
え
方
を
転

換
す
べ
き
で
あ
る
。
岩
手
県

で
も
さ
ら
に
専
門
家
を
呼

ん
で
賛
否
両
論
を
闘
わ
せ

県
民
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き

と
思
う
」

原
発
の
使
用
済
み
燃
料
を

ど
う
す
る
の
か
？

小
野
寺
有
一
委
員

原
発

の
使
用
済
み
燃
料
の
廃
棄

を
ど
う
す
る
の
か
。
除
去
技

術
は
ど
う
な
の
か

小
出
氏
「
除
去
技
術
は
す
で

に
確
立
し
て
い
る
。
し
か
し

膨
大
な
お
金
が
か
か
る
。
取

り
出
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
や

ク
リ
プ
ト
ン
は
、
ボ
ン
ベ
に

入
れ
て
放
射
能
防
御
を
施

し
、
人
間
の
居
住
区
域
で
目

を
離
さ
ず
管
理
す
る
の
が

一
番
安
全
で
あ
る
。」

以
上
の
審
議
が
な
さ
れ
、

判
断
は

十
月
十
日
の
委

員
会
以
降
に
持
ち
越
さ
れ

ま
し
た
。（
記
事
・
尚
）

「
岩
手
の
会
」
が
提
起
し
た

署
名
は
、
九
月
二
五
日
現
在
、

六
万
五
一
〇
八
筆
が
事
務

局
に
届
い
て
い
ま
す
。
全
国

の
広
範
な
市
民
か
ら
の
自

発
的
な
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
組
織
も
お
金
も
な
い
全

く
の
市
民
運
動
で
あ
る
私

た
ち
の
呼
び
か
け
が
、
大
き

な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

い
の
ち
の
危
機
を
も
た

ら
す
政
策
は
改
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

九
月
末
以
降
、
臨
時
国
会

終
了
直
後
を
目
処
に
上
京

し
、
六
万
５
千
の
署
名
者
の

声
を
内
閣
と
国
会
に
届
け

る
予
定
で
す
。

日
本
科
学
者
会
議
主
催

「必
要
・安
全
・
安
心
か
？

再
処
理
・プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」

全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
科
学
者
会
議
の
主

催
で
、
第
二
九
回
原
子
力
発

電
問
題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
九
月
二
日
青
森
市
内

に
同
会
員
や
一
般
市
民
約

百
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
岩
手
支
部
の

武
井
隆
明
氏
や
青
森
支
部

松
山
力
氏
、
元
原
研
の
市
川

富
士
夫
氏
、
元
動
燃
職
員
円

藤
正
道
氏
ら
が
科
学
者
の

立
場
か
ら
「
再
処
理
工
場
の

問
題
点
」
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
上
映
会
予
定
）

平
泉

十
一
月
十
八
日

花
巻

十
一
月
十
一
日

本
吉

十
二
月
二
日

＝放射能を海に空に垂れ流

す！ そんな馬鹿げたこと

が許されるわけがない＝
六ヶ所再処理工場の環境破壊の行

為に対して各界・各方面から批判の

声があがり、反対の運動が始まってい

ます。

◎サーファーが署名運動開始
海のスポーツであるサーフィ

ンの団体である〔サーフライダー

ファウンデーションジャパン〕は、

「海や空を放射能で汚す《六ヶ所

再処理工場》の本格稼働の中止

を求める署名」を集める活動を

開始しました。

美しい自然の海と日々親しん

でいるからこそ、放射能汚染は

許せない、という思いから立ち

上がりました。 問い合わせ

は rokkasho@surfrider.jp

◎漁業者・消費者団体全国ネ

ットワーク署名行動
東京と青森でキックオフ集会

を成功させた６消費者団体によ

る「『六ヶ所再処理工場』に反対

し放射能汚染を阻止する全国ネ

ットワーク」の署名運動も、消

費者の立場からのものと、重茂

漁協など漁業者の立場からのも

のとがセットで取り組まれてい

ます。漁業者団体には新たに田

老漁協も加わり、６漁協となり

ました。連絡先は 日本消費者連

盟（電話 ０３－５１５５－４７６５）

など消費６団体と重茂など６漁協。

六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

上
映
会
ｉ
ｎ
藤
沢

～
今
、
六
ヶ
所
村
で
起
き
て
い

る
事
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
～

十
月
六
日
（土
）

 
 

上
映
①
十
三
時
三
〇
分

 
 

 
 

 

②
十
六
時
三
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分

 
 

会
場

 
 

藤
沢
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
２
Ｆ
視
聴
覚
室 

 

入
場
料
一
般
（
含
む
高
校
生
）

五
〇
〇
円

主
催

上
映
会
ｉ
ｎ
藤
沢

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

〇
八
〇
ー
一
八
一
三

ー
二
〇
八
四
（
午
前
九
時
～

午
後
五
時
）

傍
聴
席
か
ら
感
想

（盛
岡
・山
田
・宮
古
か
ら

五
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
）

○
委
員
の
皆
さ
ん
が
活
発
に

議
論
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

○
「ト
リ
チ
ウ
ム
は
十
日
で
半

分
排
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
に

も
、
放
射
線
で
体
内
の
細
胞
が

傷
を
付
け
ら
れ
る
」と
い
う
説

明
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

○
参
考
人
は
、
子
ど
も
達
と

く
に
低
年
齢
の
子
ど
も
程
、
放

射
線
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ

と
を
、
グ
ラ
フ
で
示
し
ま
し

た
。
細
胞
分
列
が
活
発
な
低

年
齢
で
は
、
例
え
ば
赤
ん
坊
は

全
年
齢
平
均
値
の
三
～
四
倍

の
影
響
が
出
る
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
が
、
特
に
女
性
が
一

番
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
未
来
の
県
民
を
視
野
に
入

れ
た
岩
手
県
の
判
断
が
必
要

で
す

六
万
人
の
署
名
を

政
府
・国
会
へ


